
　古くから甲州街道の宿場町として栄えた山梨県白州町の台ヶ原宿。自元寺はその賑わいを今に伝える歴史ある街並みの文化的な中心として長
く地元に寄り添い、時代に応じてその姿も大きく変えてきた。その様は仏教が担う地域の中での役割の変化に順応しながら、お寺が如何に人や
地域の生と共にありうるかという葛藤と生存の軌跡のように見える。
　いま、地域のコミュニティーをめぐる状況はかつてないほど大きく変化しようとしている。高齢化が進み世代間交流が求められる一方、歴史
ある街並みや文化を求めて都会から若い世代の移住者も増えつつある。檀信徒のみならず地域のために、お寺にできることを住職並びに檀家で
構成される建設委員会と協議を重ねてきた結果、住職家族の住まいである庫裏の耐震性能を高めた上で大きく地域に開き、次の３点を実現する。
	 	 		 	 	 ①世代を超えた交流を促す	 　②禅の文化を発信できる場を提供する　	 ③本堂の格式を高める

　過去に増築された唐破風を本堂側の玄関に移設し本堂の格式を高め、対して庫裏は外壁を一部セットバックし庇（裳腰）を廻して地域の人を
呼び込む舞台とする。法要の際には本堂と一体的に使われてきた既存の座敷は極力原型に近い形で残したうえで、隔（耐力壁コア）によって各
種教室や体験活動など多様なアクティビティの器を設える。
　古来お寺という場が本来的に持っている「地域と共に生きる」というあり様を「いま」に即して展開し、街に開き、建築空間として共有することは、
変わろうとする地域の今の現れであり、同時に新しい街の遺伝子として未来へ引き継がれるべきものであると考える。

伽 藍 の 胸 襟 を 開 き  い ま 地 域 の 変 化 に 寄 り 添 う
―  白 州  自 元 寺  玄 関 唐 破 風 移 設 / 庫 裏 耐 震 改 修 工 事  ―

□ 時 代 の 流 れ と 伽 藍 配 置 の 変 遷

・山岳信仰道場
・駒ヶ岳山中

・総門建立 現在地に再建 ・本堂位牌堂増築・廃仏毀釈
・衆寮・木部屋
などが解体

・大梵鐘を供出
・ 鐘楼門を解体

・庫裏 減築
・倉庫 完成

・客殿 (三宝閣 ) 
完成

・倉庫 完成 ・庫裏 増築
・庫裏 玄関に唐
破風設置

・本堂 耐震工事 ・本堂 増築 ・庫裏 大雪にて
屋根が損傷
・屋根瓦改修

・庫裏 減築
・庫裏耐震工事
・唐破風移設

・本堂、衆寮、
鐘楼門、庫裏、
雪隠、水車 等

・馬 場 美 濃 守
信房公により
建立される

・火災消失
真言宗 (庫裡平 ) 曹洞宗（白須坊田） 曹洞宗（白州）

② 1546
天文 15 年

⑤1843
天保 14 年

⑪ 1989
平成元年

⑫1991
平成 3年

⑭ 2005
平成 17 年

⑮ 2006
平成 18 年

⑬ 1996
平成 8年

⑯ 2014
平成 26 年

⑰ 2021
令和 3年

⑥1868
慶應 4年

③ 1570
元亀元年 ⑦明治・大正

⑨1965
昭和 40 年 )

⑩ 1981
昭和 56 年⑧戦時中④江戸後期①飛鳥時代～
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内観イメージ＿色の間
本堂と隣接し元々法事などで連携して用いられることの多かった座敷は極力もと
もとの状態を残し、禅料理の体験ができる台所との隔てを新たに床の間とした。

内観イメージ＿空の間
既存では台所でかつては土間があった庫裏の中央を吹抜け空間とし風や自然光、
月夜の移ろいを感じられる開かれた場所とした。多目的な用途の器。

内観イメージ＿住職家族住居居間
住職家族の生活空間、裳腰と濡縁によってアプローチ空間と距離をとる。
欄間から間接光を確保し欄間から下は引込障子でプライバシーを確保する。

断面パース _空の間

空ノ間
既存唐破風玄関移設

移設した既存唐破風玄関

寺カフェカウンター
色ノ間

本堂玄関

プロジェクト名：
　　白州 自元寺 玄関唐破風移設
　　庫裏耐震改修工事
主要用途　 ：寺院（庫裏）
建設地　　：山梨県北杜市白州町白洲
施主名　　：自元寺住職 山崎秀典
主構造形式：木造
主要仕上材料：漆喰
建築面積　：  1,085.55 ㎡
延床面積　：      996.84 ㎡
工事予定期間：令和 3年 2月～ 12 月

…既存柱を示す

…撤去柱を示す

…増設柱を示す

…耐力壁 構造用合板 t9 片面貼を示す(真壁)

…耐力壁 構造用合板 t9 両面貼を示す(真壁)

…耐力壁 構造用合板 t24 ネダノンスタッドレスを示す

…耐力壁 構造用合板 t9 両面貼＋45ｘ90片筋違を示す(真壁)

風の道
テラス /月見台

将来住宅建設予定地

解体

儀礼的アプローチ

象徴的アプローチ
来客者アプローチ

高齢者に配慮したスロープ

空と自然に向けて心を開く

本堂と連携した利用に対応

禅料理教室など

冬至には甲斐駒ヶ岳に日が沈む
山岳信仰の場

朝市などの利用も

本堂玄関

葬儀や法事の際に本堂へ向かうとき
内面に向けて心を整えるプロセスとしての経路

ボリュームの大きい建物に裳腰を廻すことで
親しみのの持ちやすい構えをつくり

来客者を「空ノ間」へと導く

納経 /御朱印
拝観受付

計画平面＿用途ダイアグラム 計画平面図＿NS

軸組み検討模型＿ 1:50

Ｎ

0 1 2 間

床の間

ホール

倉庫

スロープ

濡縁

居間 食堂

キッズコーナー

床の間

厨房

テラス

寝室1

WCL
台所

濡縁

執務室

お寺
ライブラリー

浴室

勝手口

ポーチ

玄関

スロープ

便所1

廊下

洗面脱衣

仏壇

空ノ間

寺カフェカウンター

色ノ間広縁

便所2
寝室２

Ｎ

0 1 2 間

広縁 広縁

洋室

床の間

和室8畳

和室8畳和室8畳

和室8畳

広縁

廊下

ホール 台所玄関

UB

便所

和室8畳

広縁

和室6畳

廊下

勝手口

和室6畳

広縁

仏壇

廊下

洗面脱衣

和室4.5畳

下部
収納

下部
収納

下部
収納

収納収納収納収納 収納

収納

収納

収納

便所

押入

勝手口

既存建物平面

座敷・談話

共用

執務室

プライベート

台所

外部スペース

未活用

□動線計画について
・過去に増築された庫裏玄関の唐破風を本堂玄関に移設、本堂の厳粛な格式を高める。
・庫裏には裳腰を廻し、建物の威圧感を軽減し親しみやすい構えを設え
　来客者を「空ノ間」に導く。
・裳腰に沿って外壁を一部セットバックし、甲斐駒ヶ岳を眺めたり少し腰かけて
　歓談したり、朝市の舞台としても使える多目的の濡れ縁を設け、多様な交流を促す
・庇の下に本堂まで通じるスロープを設け高齢者や車いす利用者も訪れやすいお寺とする

□耐震計画と平面計画について
・現行法規を満たすレベルの耐震性能を実現しながら周囲に向けて開かれた空間性
　を実現させるため、耐力壁をコア状に集約して分散配置し、その余白のスペース
　に自然環境や禅の文化を体験できる空間を設えた。
・コアを境に住職のプライベートエリアと明快に分離。
・開かれた庫裏は、新たな出会い、人や心のつながりを感じながら自己を
　見つめなおす場。

□構造計画について
　・補強は現行の法規を満たすレベルの強度を許容応力度計算に基づいて確保する
　・コア型の耐力壁配置を基本とし必要に応じて外周部に耐力壁を配置する
　・基礎は必要に応じて、既存の躯体に沿わすように新設する
　・水平力のみでなく、鉛直力に対しても各部材を再設計する
　・新設の庇については必要に応じて鉄骨梁の補強を入れる

構造体アクソメトリクス

屋根瓦 _既存

小屋組み _既存

補強材 _新設、金物補強

水平構面 _新設
構造用合板/コボット

裳腰 _新設
アングル梁補強

耐力壁 _ 新設、コア周り

耐力壁 _ 新設、外周部

基礎補強 _ 新設
既存礎石
フーチング基礎補強
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